
質　　　問 平均値 肯定率

①学校は、学校教育目標に向けて、全教職員で教育活動を推進している。 3.44 94.5

②学校は、安全・安心に配慮し、危機管理体制（災害・不審者対応）を整えている。 3.39 91.7

③学校は、新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る対応を適切に行っている。 3.48 94.5

④学校は、教職員の指導により児童に基礎学力（読む・書く・計算）を身につけさせ
ている。 3.51 93.8

⑤学校は、児童の実態に基づいて分かりやすい授業づくりを目指し、指導方法を工夫
して学習指導を行っている。 3.39 93.1

⑥学校は、学習用タブレット端末（iPad）を授業で活用したり、自宅に持ち帰らせた
りして、児童の学習への意欲を高めている。 3.37 89

⑦学校は、いじめや問題行動を見逃すことなく適正に指導し、よりよい人間関係づく
りを進め、お互いのよさや努力を認め合って学校生活が送れるように努めている。 3.26 88.3

⑧学校は、児童が体力向上に向け、体育や休み時間の外遊びなどにおいて意欲的に取
り組めるよう指導にあたっている。 3.38 91.7

⑨学校は、安全教育（防犯・防災・登下校の仕方・自転車の乗り方等）を計画的に推
進している。 3.21 88.3

⑩学校は、健康教育（食育・給食指導・歯科保健指導・早寝・早起き・朝ごはん等）
を計画的に推進している。 3.34 91

⑪学校は、教育方針や学校の様子を学校だよりやホームページ等で分かりやすく伝え
るとともに、教育活動を保護者や地域に公開し、地域に根ざした教育活動を推進して
いる。

3.37 93.1

⑫学校は、家庭からの連絡に親切に対応したり、子供の悩みや心身の健康について相
談にのったりしている。 3.43 92.4

保護者アンケート①結果

平均値…最高値は「４」最低値は「１」

肯定値…全体に対し、「４ そう思う」か「３ 少し思う」と回答した割合。



児童 保護者 差 児童 保護者 差

（１）学校は楽しい 3.5 3.56 -0.1 87.8 91.2 -3.3

（２）先生の授業はわかりやすい 3.65 3.37 0.3 94.4 91.9 2.53

（３）先生たちは話しやすく相談にのってくれる 3.61 92.3

（４）自分から進んであいさつができる 3.53 3.23 0.3 88.1 82.4 5.74

（５）「もくもくせいそう」ができる 3.31 84.7

（６）くつをそろえたり身のまわりの整頓ができる 3.3 2.46 0.8 81.7 49.3 32.5

（７）相手の目を見て話がしっかり聞ける 3.42 3.13 0.3 86.5 79.4 7.1

（８）進んで学習に取り組んでいる 3.46 2.93 0.5 87.8 69.9 18

（９）進んで読書に取り組んでいる 3.17 2.76 0.4 73.3 57.4 15.9

（１０）自分の考えを伝えることができる 3.27 3.14 0.1 78.3 81.6 -3.3

（１１）相手のことを考えて行動している 3.39 3.29 0.1 88.9 95.6 -6.7

（１２）進んで外遊びや運動に取り組んでいる 3.26 3.16 0.1 75.1 75 0.13

（１３）自転車の乗り方など交通安全のルールを守って生活して
いる 3.65 3.35 0.3 92.9 92.6 0.21

（１４）携帯電話・タブレット・インターネット・動画サイトの
利用は家庭のルールを守って使用している 3.55 3.35 0.2 90.2 88.2 1.98

【結果より】

ほとんどの項目で、保護者よりも児童の方が数値が高い。

・児童の自己肯定感が高い。

・児童は家庭よりも学校生活の方ががんばっている。当たり前のようだが、当たり前の

ことができていることが重要である。

質問２、３の数値が高い。

・児童と教職員の関係が良好である。

質問６「整理整頓」は平均値、肯定率ともに児童と保護者の差が最も大きい。

・見えない部分や家庭での習慣化における指導と啓発が必要である。

質問９「読書」の数値が低い。

・数値は低いが、昨年度の重点課題であり、今年度は改善傾向が見られる。

質問８「学習習慣」質問９「読書」の保護者数値はが児童数値を大きく下回る。

・保護者の数値が低く、家庭での読書習慣の確立が必要である。

児童・保護者アンケート相対結果

質　　　問

平均値…最高値は「４」最低値は「１」

肯定値…全体に対し、「４ そう思う」か「３ 少し思う」と回答した割合。

平均値 肯定率（％）


